
　1959年12月10日、「徳島県博物館」は、県民の寄付によって、全国でも数少ない総合博物館とし
て開館しました。当時の近代建築の技術を駆使した鉄筋コンクリート造
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3階が付く5階だてで、
16人乗りエレベータが付いた建物でした。展示室として、郷土室、科学室、産業・天文室、現代美術室、
生物室、地学室が設けられ、5階には特別展などを開催するホールがありました。
　1990年、「徳島県立博物館」として文化の森総合公園へ移転しましたが、その中にあった資料は
現在も受け継がれています。

（考古・保存科学担当　植地岳彦）

徳島県博物館（1959 ～ 1990）

郷土室

地学室
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図１　体や鰭に斑紋のないナガレホトケドジョウ

図２　体や鰭に斑紋のあるナガレホトケドジョウ

図３　体には目立った斑紋がないが鰭には斑点のあるナガレホトケドジョウ

　生物は、“種species”という単位で名付けられ、
私たちに認識されています。種は、多数の“個体”
から構成されています。種を構成する個体は、互
いにとてもよく似ていることが多いですが、よく
観察するとそれぞれに個性があり、微妙に異なっ
た姿や性格をしていることがほとんどです。そし
て時に「これらが同じ種？」と思うほど異なって
いることもあるのです。これらのような同じ種に
属する個体の間の違いを“種内変異”と呼びます。
　今回は、ナガレホトケドジョウ Lefua torrentis
でみられる「これらが同じ種？」と思われるよう
な種内変異の例についてお話します。ナガレホト

ケドジョウは、私を含む研究グループが2018年
に論文を発表し、新種と認められた淡水魚です。

ナガレホトケドジョウとは
　ナガレホトケドジョウは、体長５cm程の淡水
魚で山間部の河川源流域に生息しています。本種
は、瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

東部周辺を中心に、日
に

本
ほん

海
かい

側の一部
にも分布しています。水深が数cm程で水温が低
い細

さ い

流
りゅう

に生息する本種は、昼間は岩や落ち葉の下
に隠れ、夜になるとエサを求めて動き回ります。
エサとなるのは小型の水生昆虫などです。

Culture Club

本当に同じ種？
～ナガレホトケドジョウにみられる種内変異～

井　藤　大　樹
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図４　体色のタイプと遺伝的なグループの関係及びその分布（Miyazaki et al., 2011を改変）

　紀伊・四国集団には体や鰭に斑紋や斑点がある
個体が多いのですが、中には斑紋・斑点のない個
体も現れます。さらに、山陽集団の中にも少数で
はありますが体や鰭に小さな斑紋や斑点のある個
体がみられます。体や鰭に斑紋や斑点があるかな
いかは、種を分ける違いではなく、種内変異だと
結論づけました。

なぜ色が違うの？ 
　体の色は、生物にとっていくつかの意味を持ち
ます。例えば、同種のメスやオスにアピールし、
繁
はん

殖
しょく

するための婚
こ ん

姻
いん

色、あるいは自分が毒を持っ
ていることを天敵に知らせる警告色、天敵から身
を隠すための隠

いん

蔽
ぺい

色などです。ナガレホトケド
ジョウは、眼がとても小さく、薄暗い環境で生息
しており、あまりものがはっきりと見えていない
ようなので、メスやオスへのアピールではなさそ
うです。また、一般に警告色は派手ですが、ナガ
レホトケドジョウの斑紋はとても地味で、警告色
ということもなさそうです。では、隠蔽色と考え
るとどうでしょう。黒い斑紋や斑点は小石の色と
よく似ていて、背景に溶け込むのに適しているよ
うに思えてきます。
　種内変異は、生物の進化を支える重要なもので
す。今後は、ナガレホトケドジョウとその天敵の
関係から種内の体色の違いの謎

なぞ

にせまっていきた
いと考えています。

いろいろな色
　魚類において、体色の特徴は種を分ける基準に
されることもある重要なものです。ナガレホトケ
ドジョウの体色はとてもバラエティーが豊かで、
私たちがナガレホトケドジョウを新種として報告
する際にも、この体色の違うものたちが同種なの
か、あるいは複数の種が入り混じっているのか判
断するのがとても大変でした。
　ナガレホトケドジョウの体色には大きく２タイ
プがあります。①背中や体の側面が灰

はい

褐
かっ

色
しょく

から白
色で、鰭

ひれ

は白みがかった透明のタイプ（図１）と、
②背中や体の側面に複数の黒い斑

はん

紋
もん

を持ち、背
せ

び
れと尾

お

びれに黒い細かな斑
はん

点
てん

が散らばるタイプ
（図２）です。また、体には目立った黒い斑紋を
持ちませんが、鰭には斑点があるような①と②が
組み合わさったような個体も見つかります（図３）。
　これらのタイプは種内変異なのでしょうか。そ
れとも別種なのでしょうか。山梨大学の宮

みや

崎
ざき

淳
じゅん

一
いち

教授がこれらの遺伝子を分析したところ、紀
き

伊
い

・
四
し

国
こ く

集団と山
さ ん

陽
よ う

集団という遺伝的にまとまった２
つのグループにわかれることが明らかになりまし
た（図４）。
　先ほどの体色の２つのタイプと遺伝的なグルー
プを重ね合わせてみると、山陽集団は、①のタイ
プが多く、紀伊・四国集団は、②のタイプが多い
傾向にありました（図４）。「もしやこれらは別種
なのではないか！」という期待を胸に、より詳し
く調べてみましたが、結局のところ同種でした。
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特別陳列  博物館60周年記念展

とくしまタイムトラベル
－過去・現在・未来－

　徳島県立博物館は今年2019年に60周年をむかえます。前身の「徳島県博物館」は、1959年12月10日
に全国でも数少ない総合博物館として開館しました。この博物館は、徳島県下すべての小・中・高校など
の児童・生徒をはじめとする、徳島県民の多額の寄付によってつくられました。完成後も、あらゆる場面
で県民に支えられ、その存在は「県民の博物館」といえるものでした。
　県民の博物館としての歩みは、1990年に文化の森総合公園に移転し「徳島県立博物館」となってから
も続きます。話題の恐竜化石の発見と発掘調査も県民の熱意が大きな推進力となりました。現在は、常設
展示室のリニューアルが計画され、「県民の博物館」は次のステージを目指します。

　この特別陳列では、1950年代ごろからの徳島
の歴史や世相の変化と照らし合わせながら「県民
の博物館」の歩みを振り返るとともに、常設展示
室リニューアルの一部を紹介します。

● 会期　10月5日（土）～ 11月10日（日）
　 休館日：月曜日（10月14日(月・祝)、11月4日（月・振替休日）は開館）、

10月15日（火）、11月5日（火）

● 会場　徳島県立博物館1階企画展示室
● 主催　徳島県立博物館
● 観覧料　無料

● 展示解説　日時 10月6日（日）、11月3日（日・祝）
　 いずれも午後２時～３時　※申し込み不要　

●展示構成
　プロローグ
　第１章　とくしま　現在・過去・未来
　第２章　徳島県博物館と徳島県立博物館
　第３章　タイムカプセル
　　　　　文化の森開園10周年記念
　　　　　タイムカプセルの公開
　第４章　あたらしい常設展示室
　　　　　リニューアル計画「徳島まるづかみ！」
　エピローグ　わたしの博物館

徳島県博物館（1959 ～ 1990） 徳島県立博物館（1990 ～　）
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特別陳列  博物館60周年記念展

とくしまタイムトラベル
－過去・現在・未来－

　鳴
なる

門
と

海峡周辺の海底からは、ナウマンゾウなど
の哺

ほ

乳
にゅう

動物化石が漁
ぎ ょ

網
も う

にかかって得られることが
以前からよく知られていす。近年になって、トウ
キョウホタテなど、多数の第

だい

四
よん

紀
き

更
こ う

新
しん

世
せい

貝類化石
も同様に採集されています。今回はこれらのうち、
ヌマコダキガイ類について紹介します。
　ヌマコダキガイ類には分類学的な問題があり、
現在の時点では種名を特定することはできません。
鳴門海峡海底産ヌマコダキガイ類化石（以下、鳴
門産化石）は有

あ り

明
あけ

海に分布する種（中
ちゅう

国
ご く

大陸沿岸
起源の移

い

入
にゅう

種
しゅ

：かつてヒラタヌマコダキガイとよ
ばれていた）に形態が一致するので、おそらく同
種だろうと考えられます。
　鳴門産化石は、殻

から

が横長で薄く、膨
ふ く

らみも弱い
のが特徴です。厚さ３～４cmの薄いコンクリー
ション（堆

たい

積
せき

物
ぶつ

のかたまり）に極めて多数の殻が
層状に密集した状態で産出します。殻の大きさは、
コンクリーションごとにほぼ一定しています。多
くは殻

か く

長
ちょう

１cm未満ですが，約2.5cmに達する場
合もあります（図１）。
　有明海の種は、泥

でい

質
し つ

な干
ひ

潟
がた

に、１平方メートル
あたり数千個体に及ぶすさまじい高密度で生息す
ることが知られています（図２）。極めて多数の
殻が泥

でい

岩
がん

に層状に密集する鳴門産化石の産状とよ
く一致しています。
　14C年代測定によって、鳴門産化石は約4.0 〜
4.3万年前のものであることがわかりました。こ
れは、同じように産出するトウキョウホタテ（4.4
万年より古い）より明らかに新しく、トウキョウ
ホタテ消滅後の鳴門海峡に一時的にヌマコダキガ
イ類が住みついたことを示しています。
　いっぽう、瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

の他の海域では、大
おお

阪
さか

湾や
播
は り

磨
ま

灘
なだ

鹿
しか

瀬
のせ

、来
く る

島
し ま

海峡から、鳴門産化石によく似
た小型化石種コガタヌマコダキガイの化石が報告
されています。鳴門産化石との関係が気になると
ころです。

（地学担当：中尾賢一）

図１　ヌマコダキガイ類の大型個体を多く含む鳴門海峡海
底産コンクリーション

図２　群生するヌマコダキガイ類（矢印）
　　　（2004年5月、佐

さ

賀
が

県小
お

城
ぎ

市ムツゴロウ公園）

図３　たくさん散らばったヌマコダキガイ類の貝殻
　　　（撮影時期と場所は図２と同じ）

ヌマコダキガイ類の化石
収蔵品
紹介
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植物を赤く光らせよう

　本誌No. 110で、ホウレンソウのおひたしが
ブラックライトで光ることを紹介しました。緑の
葉っぱに含まれるクロロフィル（葉

よ う

緑
りょく

素
そ

）がブラッ
クライト（紫

し

外
がい

線
せん

）により蛍
けい

光
こ う

を発し、赤く光り
ます。ほかの場合ではどうでしょうか？
　アサガオの葉の一部をアルミホイルで光を遮

し ゃ

断
だん

した状態で数日おいて、ヨウ素液で染めて、アル
ミホイルのところはデンプンができていないとい
う光合成の実験をしたことがあると思います（図
１A、B）。光が当たらないので光合成ができずに
デンプンもできないというものです。図１Ａの葉
にブラックライトを当てるとアルミホイルのあっ
た部分が赤く光ります（図１C）。
　葉には葉緑体というデンプン工場があり、クロ
ロフィルは太陽の光をエネルギーとして取り込む
太陽光パネルのような働きをします。光が当たら
ないと光合成に必要なエネルギーを取り込むこと
ができないのでデンプンもできません。デンプン
工場には、クロロフィルのような太陽電池のほか、
デンプンを作る機械（酵素など）があります。こ
の機械はいったんとまると動かすのに時間がかか
ります。光が長時間こないので、機械はとまって
しまい、ふたたび光が当たってもすぐにはデンプ
ン工場が動かなくなっています。そんな時に紫外
線を当てるとアルミホイルの部分はデンプン工場
が動かないので、クロロフィルに取り込まれた光
のエネルギーは、光合成に使われず余っています。
そこで、クロロフィルはこの使われなかった余分
なエネルギーを蛍光として放出し、赤く光ります。

光を当て続けるとデンプン工場を動かす準備がで
き、光合成ができるようになるので、赤く光らな
くなります。
　キウイフルーツの果実も緑の部分が赤く光りま
す。しかし、その品種であるゴールドキウイはク
ロロフィルがないので赤く光りません（図２）。
　このように植物を赤く光らせたければ、光合成
ができないようにしてやればよく、植物を長時間
暗い場所においてやるのも一つの手です。さらに、
お湯で煮

に

たり、アルコールにつけるなど、光合成
に必要なタンパク質を壊してやると赤く光るので、
ホウレンソウのおひたしは光ります。みなさんも
ぜひいろいろなものにブラックライトを当てて、
どのような光り方をするか試してみてください。

（植物担当：小川　誠）

図１　（A）アサガオの葉にアルミホイルをまいて、（B）数日日の光にあてヨウ素液をかけるとアルミホイルの部分だけ青紫色
にならずにデンプンができていない。（C）Aの状態でブラックライトを当てるとアルミホイルの部分が赤く光る。

図２　（A）通常光のキウイ
　　　（B）ブラックライトで照らしたキウイ
　　　（C）通常光のゴールドキウイ
　　　（D）ブラックライトで照らしたゴールドキウイ

A　　　　　　　　　　　　   B　　　　　　　　　　　       C

A　　　　　　　　　B

C　　　　　　　　　D
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QQand 「だらだら祭り」と呼ばれる祭りがあると聞きま
したが、なぜそう呼ぶようになったのですか？

レファレンス

　かつては何日も日数をかけて「だらだら」と祭
りが進行していたので、そう呼ばれるようになっ
たと言われています。ただし、地元で「だらだら
祭り」と呼んでいたわけではなく、何日も続く秋
祭りを、マスコミ等外部の人がそう呼ぶように
なったというのが真相のようです。
　通称「だらだら祭り」と呼ばれる祭りが、県南
部にはいくつかあります。その代表格が、阿

あ

南
なん

市
椿
つばき

泊
どまり

町
ちょう

の佐
さ

田
た

神社の秋祭りです。佐田神社は、現
在椿泊地区で祀

まつ

られる神社です。その佐田神社の
秋祭りは、現在は９月第２週目の金・土・日曜日
の３日間で行われています。
　祭りの概要は次のようなものです。１日目は、
佐田神社で神事を行った後、神

み

輿
こ し

行列が地区内を
練り歩きます。神

しん

馬
め

（模型）が先頭を進み、その
後ろに神輿、さらに椿泊各組（小地区）のだんじ
りが続きます。神輿行列は、組ごとの御

お

旅
たび

所
し ょ

で止
まり、神事と小休止を繰り返しながら移動します。
当
と う

屋
や

等の家の前まで行き、その家からは酒や肴
さかな

等
が神輿行列一行に振る舞われます。途中神輿が海
に入り、海渡

と

御
ぎ ょ

を行うこともあります。こうして、
椿泊中をまわった神輿は、夜には神社下の御旅所
に入ります。２日目には神輿の船渡御が行われま
す。「岬祭り」と言い、神輿を船に乗せて蒲

か

生
も

田
だ

岬の岬神社を海上から拝み、再び佐田神社に戻り

ます。３日目は、１日目同様に神輿がだんじり等
の行列と一緒に椿泊を練り歩いた後、佐田神社に
宮入りし、神社での神事を経て祭りが終わります。
　現在のように祭日が３日間だとそれほど長くな
いと思うかもしれませんが、2005年までは祭日
は５日間でした。その翌年に神輿のかき手が減っ
たことを理由に３日に短縮したようです。この５
日というのも、1950年代の新生活運動の影響を
受け、祭りの簡略化、短縮のため取り決められた
ものです。それ以前は、祭りの日数が決められる
ことなく、10日以上祭りが続くこともしばしば
でした。神輿をかく若い衆が、「神意」だとして
神輿を宮入りさせず、祭日を延長させていました。
祭日を地区の休み日とする慣習が背景にありまし
た。少しでも長い休み（＝祭日）を獲得したいと
する当時の若者の気持ちが伝わってくる例です。
　新暦９月は、福岡等を拠点にする遠洋漁業の出
稼ぎ者も休漁期間に入り、祭りに戻って来ており、
沿岸での夏の漁が終わった漁

りょう

閑
かん

期
き

でもありました。
漁業中心の生

せい

業
ぎょう

暦
れき

の中で休むことのできる期間
だったこと、祭日の日数が決まっていなかったこ
となどが、「だらだら」祭り誕生の要因かもしれ
ません。
　　　　　　　　　　　　（民俗担当：磯本宏紀）

図1　佐田神社を出る神輿 図2　小休止する神輿行列
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普及行事のお申し込みについて
◎1枚の往復はがきで、1行事のみ申し込むことができます。
◎行事日の1か月前から10日前までに、必着でお申し込

みください。
◎返信用はがきの住所・氏名を記入してください。
◎希望者が多数の場合は抽選とし、詳細は当選された方

にお知らせします。
◎原則として、参加費は無料です。
※お問い合わせは、徳島県立博物館まで（電話 088-668-3636）
※10月1日から、はがきの郵便料金が63円に変更になります。

62 〒770-8070

往信
徳島市八万町
　　　向寺山
徳島県立博物館

＜往信の表面＞ ＜返信の裏面＞

何も書かないで
ください

62 〒

返信
あなたの
　郵便番号
　住所
　氏名

1.参加希望の
　行事名
2.参加希望者
　全員名
　（学年・年齢）
3.住所
4.電話番号

＜返信の表面＞ ＜往信の裏面＞
往復はがきの記入例
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10月から12月までの博物館普及行事　　あなたも参加してみませんか？

上記お問い合わせは、徳島県立博物館まで（電話 088-668-3636）

特典がいっぱい！！　博物館友の会に入会しませんか！

■年会費 ・個人会員2,000円　・家族会員3,000円
　　　　　　(10月以降、年会費がそれぞれ半額となります｡）
■会員の特典
・博物館の企画展と常設展を無料で

観覧できます。
・友の会行事に参加できます。
・友の会の出版物やミュージアム

ショップの商品を、1割引で購入
できます。

・催し物案内や博物館ニュース、会
報などが、毎月お手元に届きます。

◆2019年度の行事予定（友の会会員対象の行事です。）
　  6月  2日（日）	化石をさがそう！（兵庫県南あわじ市）	 ※終了
　  6月16日（日）	遺跡･古墳見学（石井町）	 ※終了
　  7月20日（土）那賀町日帰りバスツアー（那賀町）	 ※終了
　  7月27日（土）	夜の文化の森たんけん（文化の森総合公園）	 ※終了
　10月26日（土）	大昔の火おこしを体験しよう！（文化の森総合公園）
　12月  7日（土）	高知日帰りバスツアー（高知県高知市）

※行事名・期日・場所
は変更する場合があ
ります。あらかじめ
ご了承ください。

　詳しくは、友の会事
務局まで

　（電話088-668-3636）

　博物館友の会は、体験活動を通して、自然や歴史･
文化について、楽しく学んでいます。みなさんも参加
してみませんか！

シリーズ名 行　　事　　名 実施日 実施時間 申込 対　象（定員） 備　考

野外生きものかんさつ
花巡り！植物かんさつハイキング11月
～晩秋のあづり越えで温まろう！～ 11月24日（日） 10:30～17:00 不要 小学生から一般

弁当・水筒持参 
文化の森総合公園

噴水前集合

初めての植物かんさつ（冬編） 12月  8日（日） 13:30～15:30 不要 小学生から一般 同日開催 
「ゼロから始める植物学」

生きものしらべ隊 電子顕微鏡で化石を見よう！ 11月23日（土・祝） 13:30～15:30 要 小学校高学年から一般（12）

みどりを楽しもう・
味 わ お う

ドングリでピザを作ろう ★ 10月20日（日） 13:00～16:00 要 小学生から一般（20）

クリスマスリースに
－光る松ぼっくり工作－ ★ 12月  1日（日） 13:00～16:00 要 小学生から一般（20）

たのしい地学体験教室 木の葉化石の発掘体験 12月22日（日） 13:30～15:00 要 小学生から一般（25） 材料費100円
（高校生以下は不要）

ミュージアムトーク
阿波の「ええじゃないか」と幕末社会 10月20日（日） 13:30～15:00 不要 小学生から一般

ゼロから始める植物学～植物の名前編～ 12月  8日（日） 10:30～12:00 不要 小学生から一般 同日開催 
「初めての植物かんさつ」

特別陳列関連行事

特別陳列「博物館60周年記念展
　　　　　とくしまタイムトラベル
　　　　　－過去・現在・未来－」展示解説

10月  6日（日）

14:00～15:00 不要 ー 観覧料無料
特別陳列「博物館60周年記念展
　　　　　とくしまタイムトラベル
　　　　　－過去・現在・未来－」展示解説

11月  3日（日・祝）

部門展示関連行事

部門展示「大
だい

嘗
じょう

祭
さい

と阿波」展示解説 10月27日（日） 13:30～14:30 不要 ー 観覧料必要

部門展示「大嘗祭と阿波」展示解説 11月17日（日） 13:30～14:30 不要 ー 観覧料無料

部門展示「博物館所蔵の刀剣」展示解説 12月15日（日） 14:00～15:00 不要 ー 観覧料必要

博物館スペシャル

文化の森　大秋祭り！！ 11月  3日（日・祝）   9:30～16:00 不要 ー 祝日無料

手話通訳&要約筆記付き常設展見どころ解説 12月  1日（日） 10:30～12:00 要 聴覚障がい者優先(20)
観覧料必要（障がい者と
介助者１名は無料）
※ファクシミリ、メールでの申込み可

視覚障がい者のための常設展見どころ解説 12月15日（日） 10:30～12:00 要 視覚障がい者優先（20）
観覧料必要（障がい者と
介助者１名は無料）
☆電話での申込み可

◎★印の行事は「チャレンジ自由研究」対応行事です。
◎小学生が参加する場合は保護者同伴です。
◎全ての行事が「文化の森教室」に該当します。

※ＦＡＸ（088）668－7197　E-mail : mus-fukyu@mt.tokushima-ec.ed.jp
☆ＴＥＬ（088）668－3636
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